














































































Autonomous Organization: DAO） を実現しようとするソフトウェア技術がある。
通貨・財の所有や当事者間の移転を認定する特別な組織「信頼できる第三者」
（Trusted Third Party: TTP、銀行など民間組織に加え、authority=当局ないし
権威も含意する） の必要性を否定し、これを中央と周辺、あるいは階層の上下と
いった非対称性のない、均質な分散データネットワークでやってのけようという、
とんでもないゲリラ的目論見である。取引・契約について発生するデータを延々
と結合することによって、改竄できない、したがってデータ自体が信用を内発す
る仕掛けである。人間が書いたソフトウェアの処理するデータ内部に、人間が
介入できないという点で、AIと似ている。正体不明の著者 （Satoshi Nakamoto）
が書いた論文 （2008年） が発端になっているという胡散臭さは、もしかすると事
の重大さを暗示しているのかもしれない。（情報処理学会誌が 2016年 12月号で
特集した。）
　それにしても、こんなことを考えるのが地域未来学だとすると、いったいこれ
は教養の学といえるのだろうか。地域と未来のうち地域のほうにうんと重心をお
いてよければ、その文化的経緯を深く考察し、他所との比較を行いつつ特徴を際
立たせるというような仕事に没入していたい気もする。そういう象牙の塔的所作
は人類にとって絶対必要な一部分なのだが、政財界やポピュラリティが、役に立
◆ 8
たぬといって許さない。それを説得する時間も無駄なので、学の伝統を守ること
は隠れてやりつつ、未来学の踏み絵を踏んでおくのが得策なのだろう。許容範囲
内と納得せざるをえない下請けノルマである。
